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Beitrag zur Kenntnis des experimentellen Ileus. 

Von 

K. Mitsuba, I. Taniguchi und S. Suehiro. 

〔Ausdem Laboratorium der Mitsuba-Chirurg. Klinik Osaka.) 

Verff. haben einige Versuche an den Hunden und Kaninchen angestellt, denen vor oder 

nach lieus巴rzeugungeine Gallen自stelangelegt. wurde, mit folgenden Ergebnissen: 

I) Bei den Ileustieren nehmen Chlor uncl jodsaurereduzierende Substanzen in der Galle 

zu und ihre PH wird hierbei herabgesetzt. 

2) An den Tieren, denen vor oder nach Ileuserzeugung eine Gallen自stelangelegt wurden, 

erfahrt das Auftreten der eigentlichen l!euszeichen eine Yerzogerung. 

Vor kurzem haben wir festgestellt, class die Tiere, clie einigemal mit 10%igem Peptonwasser 

vorbehanclelt wurclen, an ＼νiderstand gegen Ileus gewinnen. 

’（Autoreferat) 

［内容妙録】 演者等ノ、」イレウス1 ユ際シ出現スノレ諸徴候7多数／賓験動物ユ就テ比較検査シテ特＝臓汁

成分ノ鑓化ヲ詳述セントス。郎チ lイレウス1 路汁ノ、機ネ比重下降シテ水分ノ増加アJレユ拘ラズ著明ナJレ

水素」イオ •／， 濃度／上昇ヲ示シ， L クロー Jレ寸含量ノ増加ト共＝沃度酸反際物質ノ！剥増ス Jレコトノ、注目ユ

値スベシ。

今 L イレウス寸ト共＝膿凄ヲ造設スルカ，或ノ、E象メ臓蜜ヲ有スノレ動物ニ L f I；ウ λ寸ヲ起サシムノレ時ノ、

固有症状／進行ヲ緩徐ナラシム。

演者等ノ、夏＝霊泉メ 2ベ7・トン＇ 7]1:ヲ以テ数回前庭置7施セル動物ガ否ラザルモノユ比シ、 t イレウス守ユ

封シ著シク抵抗力ヲ増強セシメ得ノレコトヲ詮明セリ。
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ヲ検シ，コレヲ第31回日本外科接曾棉曾席上ニ報告セリ，共際血柴中ニ」クaロプリ；..・，フラク

チオシ1就中 Lフfプリ ン．フラクチオン，， 劇噌スルコト，赤血球沈降謹度ノ遅延ス ）~ コト．

血液蔑徐窒素ト共ニ血清中沃度酸還元値ノ劇t曾スルコトナドヲ謹明シ，夏ニ余等ハ以上ノ襲化

ガ特ニ門脈血ニ於テ最モ顕著ナ Jレコトヲ確誼シタリ n 備ホ余等ハ諸種 Lアミ－ ;f、1 輸入品ヨ Jレ

影響ヲ検索シ， v1 レウス寸ノ際ニ出現ス Jレ毒性物質ハ恐ラク軍一ナルモノニ非ず）~ ペキヲ漣ベ

タリ n

共後余等ハヲlキ績キ寅験的高位 L4レウス， J研究エ従事シ，蕊ニソ／大要ヲ報告スペシ。
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2・ L 'fレウス，.：：.際シ出現スJI;諸徴候J吟味

第1表血液浅音量窒素

Lイ レ ウ ス寸

静脈血 門脈血

0.38!1 0.4!J8 0.562 

0.376 0.600 0.60!1 

0.335 0.367 0.417 

0.370 0.488 0.52!1 

0.880 0.927 

1.004 1.!l57 

1.124 1.:lH 

0.!113 0.!134 

0._854 0.878 

0.!155 1.208 

第2表沃度酸還元値（臓汁）

~ 、，
／／喜志村

(0  血液残飴窒素

既＝諸家ノ：報告セラレタ Jレ成績エ一致シ

L 4レウス，／場合ニハ犬ニ於テモ，家兎ニ

於テモ常ニ例外ナク残徐窒素ノ劇場スルヲ

謹明セリ。

（ロ） 沃度酸還元値

Li レワス1家兎ェ於テソノ血清沃度酸値

ノ劇精スルコトハ夙ニ余等ノ：報告セ Jレ所ナ

Jレガ，犬ニ於テモ相官ノ動揺アレドモ，大

多数ノ症例ニ於テ培加スル｛頃向アリ。

脂汁ニ就テ余等ノ検査シタ Jレ成績ハ甚グ

顕著ニシテ，家兎及犬イズレニ於アモ時間

的ニ劇培ス，特ニ注目スペキハ健康家兎ノ

脂汁中ーハ該反感物質ヲ殆ド全ク謹明シ得

ずJレニ拘ラス二一度 Lfレウス寸ヲ起サシ

ムレパ，既＝僅々 1時間以内ニIH現シ，時

間ト共ニ増加スルコトナリ。

（ハ） Lクロール1ノ市長

Lクロール寸 J消長・＝就テハ屈と諸家ノ；報

告セラレタル鹿ナルガ，組織中，血中，並

ニ尿中漸之久’減少、シ胃及脂汁中ニ排出増加ヲ

認、ム，今少シク時間的ニソノ経過ヲ観察ス

レハ，血中 Lクロ－Jレ「ハ犬ニ於テ20乃至
30時間ニシテ最低トナリ，爾後僅カニソノ

値ヲ上昇ス，各例ニ於テ多少ノ動揺アレドモ，死ニ fタル 7 デ一定値以下トナルコトナシ。
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尿中 LクローJレ寸ハ Lfレタス「後時間的ニ減少シ，犬ニ於テハ平均30時間ェシテ殆ド全ク

誼明シ得ずJレニ fタル。

謄汁中しクローJレ寸ハしイレワス1 後暫ク時間的ニ増加スレドモ， 一定時間後ノ、投分宛域少

ノ傾向トナ；i.-，特ニ健康犬ノ謄汁中ニハ殆ド Lクロール寸ヲ謹明シ得ずJレモノナ Jレー，Lfレク

ス「脂汁中ニハ常ニ相嘗量ニコレヲ排池スルニ 4タJレコトハ一面肝臓機能ニ明カニ障碍ヲ蒙レ

::t~ Ir. 

Jレコト／誼左ト見Jレベ、キナリ n

＊~＂イオン 1濃度（家兎卒均）第4表
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水素 Lf才ン寸濃度

惜液ノ水素 L4才ン1 濃度ハ Lfレウス1

，。

（ニ）

ト共ェ漸次上昇シテ椴性ニ｛頃ク，余等．ガ血液，尿，

及ピ謄汁ニ就テ検査シタ Jレ成績ハ4ズレモ 1 レヲ立誼ス。

家兎ノ尿ノ如キハ健常時中市f：，或ハ当事 Lアルカリ寸性ニシテ，諸径腹頬，特ニし7才スフア

ート「ーヨリ特有ニj図濁セルガ，J レウス寸症/lkノ進行ト共ニ漸次賀補色透明トナ Jレハ水素L 1 

才ン寸謹度ノ増加シタ Jレガタメーシテ．常ニ目繋ス JレJ長ナリ n

鰐j毘及血墜（ホ）

臨休上炎筒ヲ伴ハザ）~· Li レウス 1患者ニ於テ，韓温及血艇が時間ト共ニ念劇ニ下降シ．屡を

寄人ガ議後ヲトスル標準トモナルガ，賓験的 L4レウス1 ニ於テモコレラハ毎：常他ノ症AAニ先

騒シテ甚グ念、建ニ下降スルモノナリ。

最近東氏ハ多数ノ：家兎ニ就・テ寅験的腸閉塞症ヲ起サシ j ，種々ノ方商ヨリ検索ザレタ Jレ結果

貫験動物ノ生存時間ガ血糖ノ上昇スルモノニ於テ延長ス Jレコトヲ誼明セリ n

及血墜ノ下降スルコト緩慢ナ Jレ揚合ニ於テハ慨ヰ他ノ徴候／進行ス Jレコトモ亦綬若シ植温，

徐ナ Jレハ余等ノ：多数症例ニ就テ比較検変セ Jレ所ナリ。

以上ハ Lfレタス寸／際ニ出現ス Jレ主徴候トシテ従来唱へラレタ Jレモ／ナ Jレガ，吾人ガ L1 
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レタス1 ニ就テ夏ニ深ク研究セントス Jレ揚合エ於テハコレラ諸徴候j)＂果シテ L1 uクス1 ノミ

ニ特有ナJレヤ否ヤヲ決定セザJレペカラス。

余等ハ化膿性腹膜炎，菌血症，火傷，電撃火傷等他ノ ：外科的重症疾患ニ擬ス Jレ症欣ヲ動物ニ

超サシメテ検査 セルー， 多クJ揚合甚ダ L1レウス寸ニ酷似シタル費化ヲ認メタリ。

議ニハソレラノ成績ヲ列通算ス Jレノ煩ヲ避ク，簡輩ニソノ大要ヲ蓮プペシ，火傷，及ピ敗血症

ノ；揚合ニ於テモ血液残徐窒素，血清沃度酸f直，血紫 Lク’ロプリ ン「等ハ増加シ，血液，及尿中

しクローJレ寸ハ明カニ減少ス，只ソノ鑓化ノ程度ハLfレヲ ス寸ニ比較シア概キ軽度ナルノミナリ。

其他ノ諸徴候エ於テ，~］之惜温ノ嬰化，或ハ髄液ノ PH 等 L4レウス－， J；揚合ト相反スルモ

ノア Jレモ， ソレラノ相違ハ病鑓ノ性質上明カエ説明シ得Jレハ質言ヲ要セズ。

コレヲ要ス Jレニ余等ハ以上ノ諸徴候ヲ以テ直チニ Lfレタス寸 z特有ナリト見Jレノ、安営ナラ

ズト信スコ只L.1レタス「ニ於テハコレラガ甚グ急速，且ツ高度＝出現スJレ賠ヲ異ーセノレナリ。

従ツテ若シ L,'fレウス寸毒素ナ Jレモノガ存在スJレトスルモ，コハ恐ラク他ノ重症疾患ニ於テ出

現スルモノト類似セル物質ト見倣スペキモ／ナルベシ。

3. 膳凄形成トL.ifレウス寸

余等ハ前回ノ；報告ニ於テ L1 レワス1 動物ニ脂盤ヲ造設スレパ Lイレヲス 1 ノミ／揚合ニ比

第5表 Lイレウス＂（家兎）
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第6表腸凄（家兎）
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第7表 Lイレウス寸及線療（家兎）
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三初谷日米厳． 貧験的念性Lイレウス1ノ研究 1 i.j 

シ，関温ノ下降スJレコト害1］合＝握ク．死後腹腔内ヲ検スJレニ，賞質性臓器ノ出血，壊死等比較

的軽度エシテ．腹水ノi猪溜スル程度亦僅搬ナ Jレコトヲ漣ペタれ共後夏エ貫験ヲ重オ、タ Jレ成績

ヲ表出スレバ毛穴ノ如シn

家兎エ於j- L fレクス寸ト共エ謄撞ヲ遺設スレパ館温ノ念蓮ニ下降スJレコトヲ幾分程徐ナラ

シメ得，生存時間モ L4レウス可／ミノ場合ニ比 シテ平均長シ。

第 8 表 犬ニ於テ Ltレウ ス1 ト共ニ謄痩ヲ

形成スレパ血[MノF降ス Jレコト遁カニ

:1 lk・ 
viレウ ス寸ノミノ場合ヨリ遅延シ，動

’－ e竺・一・ー・．

物ハ比較的長時間元気ナリ，試ミニ脂

痕J代リニ十二指腸痩ヲ遁レJレ揚合モ

亦然リ。

毛穴ニ最初脂摩ヲ形成シ才キ，一定時
31 

J} 

" 4串,1r 
"Ill' 1 J. J , 宮 I 1 I ? 4・71一司zfl Ii ff 

間後コレニ Li レウス寸ヲ起サシムル

揚合ニモ類似シタル結果ヲ得。

159表 」fレウス寸及施療（犬）

H
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三）血歴

三三）健温

嶋崎 It  1 '/ t－~一一予 － (• （｛ ロ IJ 可 げ rj7iit＇打 ti f)河＇＇
品、

第10重量脆痩後Lイレウス守（家兎）

,, 

... , • ' J • f ・I I • '' •' " ' • ,r ，グ” d ，”，，.，., . "' ，＇’・＂ ,,, •'' .'',.",,",." " 

勝mt浩設ニヨリ動物ハ少カラサソレ惜内水分ノ漏出ヲ免レズ従テ Li レワス 1 l副 I~ ハー居申：~）~

トナ Jレペキ筈ナ Jレニ．事貰ハ全クコレニ反シ比較的病機／進行ヲ緩徐ナラシムルガ如ク考ヘーラ

Jレ，コレ恐ラクハ閉塞上部腸管ノ緊i前ヲ調節ス Jレタメカ，或ハ夏ニ叉有毒物質ガ謄汁中ニ排出
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サル、ヲ意味ス Jレモ／ナルカ大イニ興味アル黙ナリ p

4・ 1..'fレウス寸時JJ闇汁JJ蟹化

以上ノ：事貫ヨリ L1レウス1 ノ際，或ハ謄汁成分ニ一定ノ費化ヲアラハスナラントハ想像ニ

難カラザル所ナリ。

此鈷ニ閥シテモ余等ハ既ニ 1部護表シタ Jレが，共ノ後ノ成績ト共ニコレヲ表出スレパ毛穴ノ如

ン。

L fレクス1動物エ於テモ謄汁ハ臆撞ヨリ相嘗ナル量ニ排池セラ Jレ，色ハ家兎ニ於テ初J黄緑

色透明ナリシモノガ，漸次暗褐色，不透明トナリ．途ニ調濁ヲ生ズJレニ fタル。

第11表勝汁（家兎平均） 比重ハ概ヰ時間ト共ニ減少ス，コレ水分ノ排池増加

Ii 健常時トイレウが ニヨルモノナルペシ，謄汁中綿窒素ハ L-'f レタス1 脂

比 重｜｜ 1.012 1.011 汁ニ於テ甚シク増加ス， LクローJレ寸含量，及沃度酸還

図形成分 II 2.33% 1.71% 
元値ハ所g車ノ如ク劇噌シ，水素 Lf才ン1 濃度ハ上昇

＇~ 分 lW防｜ 98.29% 
シテ酸性ニ傾ク。

総窒素 IIo.1刷込11I 0.1ιli 1 
余等ハ叉屡~ L fレワス「膿汁中ニ蛋白成分，特ニ

クロール可lO蜘 I 0.4973 Lクぜロプリン．フラクチオン1 ノtH現ヲ認メ，除蛋白ヲ
」 inJOOcc in lOOcc 

行ヒテ検ス JレニソノアJレモノハ還元反鹿ヲ長シ，L才ず

PH 8.33 7.95 
ツ才一ン寸ヲ形成シ得。

沃度酸値 1 。 0.54 
余等ハ夏ニ Hoppe-Seyler& Hammersten氏法エ従

ヒテ Lfレタス1 謄汁ヲ分析セルカコソノ成績ハ別途報告スル所アラント ス。

要之ーにイレウス， I際ニ謄汁ニ著シキ境化ヲ来スコトハ甚グ興味アル事賓ニシテ， 1 レ肝

臓が毒素ノタメニ侵害セヨレソノ；機能ニ著シキ障碍ヲ京ルニヨ Jレモノナルベシc

5・ Lベブトシ1試験

L 4レクス 1ニ際シ怠ラクハ樟蛋白質崩壊シテ，コレガ毒素形成ニ闘興スJレコトアJレベキハ叉

考へ得ペキ所ナリ。

余等ハ試験動物ヲ議j Lベフ・トン1 水ヲ以テ数回前I庭置九一定時間ヲ経過シ，封j照動物ガ

夏エ Lベ7・トン1 注射ニ封シテI際キ過敏性ヲ獲得セル時期ニ於テ， Lfレタ ス1ヲ惹超セシメテ

観察セリ。余等ハ此ノ目的ニ向ヒテ， Lウヰツテ．ベプトン V ノ10%i容液ヲ調製シ，ソ／ 5耗宛

ヲ5日JIt日隔ヲオキテ3回静脈内ニ注入シ，最後ノ注射後約2週間関－ L 1レウス 1 ヲ起サシム

Jレコト、セリ， L4レクス1ヲ起サ シメザJレ刻版動物ハ夏ニ Lベプトン「水／注射ーヨリ，屡と

一過性ノ i脅i熱ヲ護シ．アルモノハ高度ノ Lショック 1枝症AAヲ主ス。

余等ハ L4レウス「動物ニ於テ．或ハ越カニ重篤ナル症が：ヲ惹起ス Jレガ如キコトアJレペキヲ

濠想シタレドモ，事責ハ全ク正反針ニ シテ，試験動物ハ却テヨクコレニ桂フルノミナラズ， Lイレ

ウスヲ症AAノi並行ヲ著ク緩徐ナラシムノレヲ認Jタリ oLイレウス「後夏ニ Lペプトン1 ヲ注射シ



三理1・谷口．末康． 寅験的念性Lイレウスり研究 J l7 

タルニ，ソノ全例ニ於テ」ショック1 様症紋ヲ呈スルモノナカリキ。

第12表 』ペプトン1試験

'fl 

，． 

''l l 
崎間 ( 2 :J タ .. ' 

此ノ事賞ヨリ考フノレニ Lベプトン「ヲ以テ前庭置ヲ施シタル動物ハ， Lイレクス守ニ針シ一定

度ノ抵抗力ヲ獲得スルモノト見Jレペキナリ，此黙ニ闘シテハ更ニ攻究スペキ興味アル所ナルベ

ン。

s.線指
1. 従来 I 1 レウス 1 ュ際シ費表セラレタ ）~· 主ナ Jレ諸徴候ハ恐ラク L1 レウス寸ノミユ特有

ナJL・ モ／エ3ドルペシ。

2. 賞験動物ニLイレワス「ト共ニ脆痩ヲ造設スレパ，国有症！｛｝＼ノ進行ヲ幾分綾徐ナラシム。

3. L fレウス寸脆汁ハ慨ヰ比重下降シテ，水分ノ排池増加アJレニ拘ラズ，水素 Lf才ン「濃

度ハ著ク酸性ニ｛頃-t' Lクロール1含量ノ I曾加ト共ニ．沃度酸還元値モ劇槍ス。

.i. 3象メ Lペプトン1 水ヲl'J，テ前庭世ヲ施シタ JL・動物へ然ラサソレモノニ比シ， Lfレタス a

ニ針シー程度／抵抗力ヲ獲得スルモノ、如シ。 （昭和8年4月）
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以下省略。


